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　図書館。静寂の中、本の香りが部屋一面に
広がり、小さな声でしか話せないところ。
　しかし、心が落ち着き、気持ちをいろいろ
な場所に連れて行ってくれるところ。
　小さい頃、「本をたくさん読みなさいよ。」
と言われていたけれど、あまり読まず、テレ
ビやまんがに明け暮れていた。
　だけど、小学校６年生の時にあった委員会
活動では「図書委員会」を希望して、図書委
員になった記憶がある。貸出や返却の仕事を
している姿がカッコいいなと思っていたよう
な気がする。
　「読書をするところ」というイメージがあっ
た図書館が、それだけの機能でなくなってき
ている。
　今回改訂された（平成 29（2017）年）小
学校学習指導要領「第 1 章総則　第４教育課
程の実施と学習評価　１ 主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善」で以下の
ように述べられている。
 （７）学校図書館を計画的に利用しその機能
の活用を図り、児童の主体的・対話
的で深い学びの実現に向けた授業改
善に生かすとともに、児童の自主的、
自発的な学習活動や読書活動を充実
すること。また、地域の図書館や博
物館、美術館、劇場、音楽堂等の施
設の活用を積極的に図り、資料を活
用した情報の収集や鑑賞等の学習活
動を充実すること。
つまり、学校図書館については、①「読書セ
ンター」としての機能、②「学習センター」
としての機能、③「情報センター」としての
機能を有しているとしている。
　以前勤務していた小学校においては、人生
をより深く生きる力を身に付けていくため
に、当然ながら読書活動は欠くことができな
いものであると考えていた。これまでのよう
に「楽しむ読書」、「目的読書」も大切にしな
がら、「考える読書」にも範囲を広げて、子
どもたちが本と向き合い、自分を表現したり、
自分を形成したりする力を高める取組をして
きた。以下に取組を紹介する。
《「ムーミンたいむ」 の取組》
　低学年は年間８時間、中・高学年は年間
10 時間の剰余時間を設定し、朝の読書タイ
ムと連動させながら年間計画を立てて読書活
動に取り組んだ。
　学年に応じた３冊の課題図書を選定し、全
員が読むようにしたり、低・中・高学年ごと
に 40 冊の推薦図書を選定し、様々なジャン
ルの本を読めるようにしたりした。図書室だ
けでなく、校舎入り口近くにムーミンコー
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ナーとして図書のコーナーを設置して身近に
本と接しられるようにした。
《読書月間の取組》
　11 月を読書月間として図書委員会の高学
年児童が低学年対象に本の読み聞かせを行
う。全校児童による「選書会」を行い、自分
たちが選んだ本が図書室に入ることから意欲
付けにつなげようとした。低・中・高学年ご
とに「読書感想文交流会」(45分間)を設定し、
読書に対する意欲を高めると共に、読書の幅
を広げるようにした。
《保護者 ・ 地域の方々による取組》
　学校運営を地域や保護者の方々と創り上げ
ていくために学校運営協議会（スマイル 21
プラン委員会）を組織していた。PTA の「図
書室と歩む会」と学校運営協議会（スマイル
21 プラン委員会）の「読解・表現部会」の方々
が朝の読書タイムの「おはよう読書会」や放
課後の「わくわくお話会」を定期的に開催し
てくださり、本の読み聞かせやブックトーク
をしてくださった。また、低学年を対象とし
た「英語絵本の読み聞かせ」も始まり、子ど
もたちは絵や表情、簡単な単語を手がかりに
お話を想像しながら、英語の表現を楽しんで
いた。
　上記のような主に「読書センター」として
の働きをしながら、各教科等において、学校
図書館の機能を計画的に利用、活用し、児童・
生徒の自主的・自発的な学習活動や読書活動
を充実するよう努めることが大切であると言
われている。
　近年、小学校・中学校において、コンピュー
タ教室（PC 教室）と学校図書館を統合し、「読
書センター」と「学習センター」・「情報セン
ター」の機能を備えた、「メディアセンター」
を開設して、児童・生徒の主体的・協同的な
学習活動になるよう授業改善するところが増
加してきた。
　社会科、理科等の教科のみならず、総合的
な学習の時間が導入されたことにより、調べ
学習や体験活動を行うことからまとめるとい
う一連の学習に取り組む機会が増えてきた。
それに伴い、学校図書館やコンピュータ室（PC
教室）を利用することが増えてきている。調
べ学習といえばすぐに、インターネットで情
報を得ようとする児童・生徒も増えてきた。
検索機能に頼るところが多いが、たくさんの
情報から自分の必要とする情報がどれか見極
められないことも多い。
　前に勤務していた小学校では、「読解力の
育成」を重点課題に置いていた。この読解力
を育成するために、「思考力」を中核に置い
て、学習プロセスの中で「課題設定力」「情
報活用力」「記述力」「コミュニケーション
力」の４つの力を育てたいと考えていた。
　特に「情報活用力」では、課題を解決する
ために様々な方法で情報を集め、それらの情
報をテキストとして読み、その中から必要な
情報を取り出して自分の考えを作り出す根拠
としたり、自分の知識や経験と結び付けて解
決の方法を見つけ出したりする力が必要とさ
れると考えている。
　上記のような力を育成するために学校図書
館としては、資料検索システムやコンピュー
タによる図書管理システムなどの構築が必須
になってくる。
　大学図書館は第二義、第三義のセンターの
意味が多いが、図書館は一人一人が学ぶ場で
あることを子どもたちや教職員が理解し、最
大限の活用ができるようにしていきたい。
　自分としては、図書館は学習メディアセン
ターとしての役割を持ちつつ、学校の中で「最
も心落ち着ける場」でもあってほしいと願っ
ている。
